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Ⅸ 物理教育および物理教育の研究  
【1】物理教育（長 照二）  
物理学系所属教官は、主に第一学群自然学類物理学主専攻の専門教育に加え、  
2－3の芋類を除き全学的に専門基礎科目・基礎科目として、物理学の教育を広く  
行い、筑波大学、延いては我が国の物理教育全般に貢献すべく、学外も含め、多方  
面での活躍に、その職責を全うしている。  
また、その専門性を縦横に駆使し、その多くは、直接或いは間接に、物理学研  
究科博士課程、並びに理工学研究科修士課程等の大学院生の教育・指導を行い、我  
が国の将来の基幹ともなる、科学技術に従事するであろう学生の教育・指導、或い  
は次の学界を担うであろう若手研究者の排出に向けて、昼夜を問わず、情熱を注い  
でいる現状にある。  
この様に、各教官の教育・研究に対する真剣な取り組みは、多数の学生の、産  
業界・教育界・学界への進出により象徴されるが、尚科学技術の進展の新しい潮流  
に対応すべく、また半数をはるかに越える学類生の大学院への進学／大学への社会  
の要求の現状を踏まえ、現在カリキュラムの改変に、カリキュラム委員会（委員長  
；久保教授、香村物理学研究課長）を中心に熱心な議論が続けられている。  
【2】体験学習（長 照二）  
平成9年3月19、20日の両日に亙り、全国の高校生168名の応募者から  
選考された、88名の受講者に対し、筑波大学物理学主専攻体験学習会が行われた。  
休日のボランティアも含め、熱心な講義、実験指導、その後のレポートに対するコ  
メントの返送等、正に将来の我が国／或いは物理学系を支える人材の発掘と啓蒙に  
向けての、熱意ある教育・対応を行った。  
当日は、高田自然学類長の歓迎の辞、江崎学長の特別講話、香村物理学研究科  
長の概論に続き、まず主に講義・討論関係を、久保健，玉野輝男，李相茂，福【U寛，  
青木慎也．梅村雅之，長照二，更に主に物理学実験関係を、滝川紘治（責任教授），  
斉藤輝雄，原和彦．東山和幸，三晶具文，大久保宜昭，森下将史，菊池彦光，浅川高  
史，吉川正志の各教官が熱心な指導を行った。  
【3］高校物理教育と大学基礎物理教育の接続の改善（原 康夫）   
平成8年度の科学研究費の基盤研究（二C）（2）として「‾高校物理教育と大学基礎  
物理教育の接続の改善」の研究を、主として、物理の大学入試の改善を目指すとい  
う視点から行い、各大学における物理の個別入学試験の改善のためのマニュアルと  
して役立ち得るような研究報告書「高校物理教育と大学基礎物理教育の接続の改善  
一物理の大学入試の改善を目指して－」を作成した。  
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【4】物理教材のネットワーク化（原 康夫）  
平成8－10年度に科学研究費による総合研究（A）として実施されている「  
物理教材のネットワーク化」（研究代表者：宮脇澤美）の研究分担者として、ネッ  
トワーク構築の基礎作業に参加した。  
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